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男　2,466人（－16）
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
年
号
が
令
和
に
変
わ
っ
て
初
め
て

の
新
春
を
清
々
し
い
お
気
持
ち
で
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
山
形
県
沖
地
震
、
九
州
北

部
豪
雨
、
台
風
15
号
、
19
号
及
び
前
線

に
よ
る
大
雨
が
相
次
い
で
関
東
地
方
、

東
北
地
方
の
各
地
で
河
川
の
氾
濫
、
堤

防
の
決
壊
な
ど
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
近
年
の
集
中
豪
雨
、
台
風

な
ど
の
自
然
災
害
は
、
地
球
温
暖
化
が

要
因
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
（
16

歳
）
さ
ん
が
「
気
候
変
動
が
緊
急
事
態
」

に
あ
る
と
訴
え
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
第
25
回
国
連
気
候
変
動

枠
組
み
条
約
締
約
国
会
議
（
C
O
P
25
）

で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
へ
の
取
組

の
強
化
に
合
意
さ
れ
ま
し
た
。
神
山
町

で
は
、
神
山
の
森
林
が
生
態
系
機
能
を

高
度
に
発
揮
す
る
た
め
、
森
林
の
適
正

配
置
と
立
地
条
件
に
応
じ
た
整
備
に
よ

り
、
70
年
後
に
は
（
広
葉
樹
林
＋
混
交

林
）
と
針
葉
樹
林
の
面
積
比
を
5
対
5

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
令
和
元
年
6

月
に
「
神
山
の
森
林
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
森
林

は
、
災
害
防
止
や
水
土
の
保
全
に
高
い

能
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　
今
後
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
が
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
で
す
。
最
大
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
1
、
神
山
町
の
予

想
震
度
は
震
度
6
弱
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

各
地
区
の
防
災
訓
練
や
自
主
防
災
組
織

活
動
な
ど
を
通
じ
防
災
意
識
の
向
上
に

取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、さ
ら
に
、

産
学
官
民
で
協
力
し
災
害
の
発
生
を
前

提
に
起
こ
り
得
る
状
況
を
想
定
し
て
、

い
つ
・
ど
の
よ
う
な
防
災
行
動
を
・
ど

の
主
体
が
行
う
か
を
時
系
列
に
整
理
し

ま
と
め
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
防
災
行
動

計
画
）
づ
く
り
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
の
で
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
町
内
の
主
な
事
業

を
振
り
返
る
と
、
保
育
料
や
給
食
費
の

無
料
化
や
城
西
高
校
神
山
校
と
の
連
携

を
強
化
し
、
保
・
小
・
中
・
高
を
と
お

し
て
食
育
や
農
業
体
験
を
実
施
し
、
神

山
に
残
り
た
い
、
帰
っ
て
き
た
い
と
い

う
希
望
を
持
つ
高
校
生
や
大
学
生
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
世
代
を
対
象

に
し
た
集
合
住
宅
第
2
期
2
棟
の
完
成

（
5
月
）、
第
3
回
目
の
国
際
交
流
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
（
8
月
、
10
月
）、
広

野
簡
易
水
道
ろ
過
施
設
の
整
備
、
神
通

滝
遊
歩
道
の
整
備
が
あ
り
ま
し
た
。
現

在
進
行
中
の
事
業
と
し
て
は
、
道
の
駅

改
修
工
事
、
集
合
住
宅
第
3
期
建
築
中

で
、共
同
文
化
施
設
コ
モ
ン
ハ
ウ
ス（
仮
）

の
上
棟
式
が
1
月
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
神
山

町
の
地
方
創
生
は
今
年
5
年
目
を
迎
え

ま
す
。
主
な
施
策
に
集
合
住
宅
や
国
際

交
流
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆

様
に
各
施
策
の
進
捗
状
況
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
「
つ
な
プ
ロ
報
告
会
」

を
実
施
し
た
り
、神
山
の
今
を
知
る「
町

民
町
内
バ
ス
ツ
ア
ー
」で
も
ご
案
内
し
、

こ
れ
ま
で
に
6
6
4
名
の
方
が
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
。
町
の
課
題
や
施
策
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
、
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
方
が
1
人
で
も
多
く
な
る
こ

と
で
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
活
動
が
生

み
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す

の
で
、
ま
だ
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
方

や
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
創
生
戦
略
で
は
、
町
の
将
来
人
口
に

つ
い
て
2
0
6
0
年
に
3
、
2
0
0
人

の
人
口
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
毎
年
自
然

に
生
じ
て
い
る
転
入
に
加
え
て
、
転
入

者
を
44
人
、
継
続
的
に
受
け
入
れ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も

様
々
な
子
育
て
支
援
策
を
実
施
し
、
子

育
て
世
代
の
定
着
・
増
加
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
厳
し
い
現
状
に
変
わ
り

は
な
く
、
引
き
続
き
転
入
・
定
住
を
促

進
す
る
た
め
の
環
境
を
整
備
し
、
人
口

構
成
の
鍵
と
な
る
年
少
人
口
、
生
産
年

齢
人
口
の
増
加
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
町
の
将
来
を
担
う
人
材
育

成
も
重
要
施
策
の
1
つ
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
A
I
の
活
用
が
飛
躍
的
に
進

み
、
職
種
に
よ
っ
て
は
人
間
か
ら
A
I

に
と
っ
て
変
わ
る
と
も
言
わ
れ
、
私
た

ち
の
生
活
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
ま
す
。し
か
し
、言
い
か
え
れ
ば
、

創
造
力
の
あ
る
人
間
で
な
い
と
で
き
な

い
仕
事
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
神

山
町
の
学
校
で
は
、
地
域
資
源
、
地
域

人
材
を
活
用
し
た
教
育
が
実
践
さ
れ
て

い
ま
す
。
農
業
を
通
じ
た
食
育
、
神
山

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

招
聘
作
家
の
学
校
訪
問
や
国
際
交
流
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
芸
術
や
海
外
文
化

に
直
接
触
れ
ら
れ
る
環
境
の
中
で
、
人

と
し
て
生
き
る
力
や
国
際
感
覚
の
獲
得
、

地
域
課
題
へ
の
理
解
や
解
決
策
を
見
出

す
力
や
柔
軟
な
思
考
力
、
想
像
力
を
自

ず
と
身
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
先
、
子

ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
い

く
か
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
年
は
2
期
目
の
地
方
創
生
総
合

戦
略
の
策
定
の
年
と
な
っ
て
お
り
、
町

の
将
来
像
を
見
据
え
た
基
本
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
が
進
む
な

か
最
先
端
の
A
I
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

な
ど
の
I
T
技
術
だ
け
で
な
く
、
デ
ザ

イ
ン
・
ア
ー
ト
な
ど
自
ら
の
力
で
仕
事

を
生
み
出
す
能
力
を
身
に
つ
け
る
人
材

を
育
て
る
「
神
山
ま
る
ご
と
高
専
」
の

計
画
に
も
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　
元
号
も
令
和
に
な
り
、
新
た
な
時
代

を
迎
え
て
い
ま
す
。
神
山
ら
し
さ
を
大

切
に
し
な
が
ら
新
し
い
時
代
に
神
山
を

つ
な
い
で
い
け
る
よ
う
に
精
一
杯
努
力

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

念
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

神山町長
後藤　正和
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神
山
町
議
会
12
月
定
例
会
が
令
和
元

年
11
月
21
日
か
ら
11
月
29
日
ま
で
の
会

期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
例
会
で
は
、
令
和
元
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
の
ほ
か
13
議
案
を
審
議
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。補

正
予
算

■�

令
和
元
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
4
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
6
1
3

9
万
7
千
円
を
追
加
し
、総
額
49
億
9

3
3
9
万
5
千
円
と
し
ま
し
た
。
総
務

管
理
費
等
の
増
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。

■�

令
和
元
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
に

つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
55
万
円
を
追
加

し
、
総
額
8
億
4
7
1
8
万
7
千
円

と
し
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
事
業
費

納
付
金
等
の
増
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。

■�

令
和
元
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
に

つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
5
3
万
8
千

円
を
追
加
し
、
総
額
3
億
6
6
2
9
万

4
千
円
と
し
ま
し
た
。
簡
易
水
道
費
等

の
増
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

■�

令
和
元
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い

て
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
18
万
円
を
追
加

し
、
総
額
10
億
5
1
2
9
万
9
千
円
と

し
ま
し
た
。
地
域
支
援
事
業
費
等
の
増

額
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

■�
令
和
元
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
万
4
千
円
を

追
加
し
、
総
額
1
億
3
2
0
8
万
5
千

円
と
し
ま
し
た
。
総
務
費
等
の
増
額
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

■�

令
和
元
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
5
号
）
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
42
万
3
千
円
を

追
加
し
、
総
額
49
億
9
3
8
1
万
8
千

円
と
し
ま
し
た
。
教
育
費
等
の
増
額
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

条
例
の
制
定

■�

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

■�

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

条
例
の
改
正

■�

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

■�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

そ
の
他

■�

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
2
件
）

　
学
校
用
パ
ソ
コ
ン
機
器
等
購
入
ほ
か

■�

名
西
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て発
議

■�

神
山
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
5
名
を
総
務

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
8
名
へ
、
産
業

建
設
厚
生
常
任
委
員
会
5
名
を
産
業
建

設
常
任
委
員
会
8
名
へ
そ
れ
ぞ
れ
変
更

す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

神
山
町
議
会

12 

月 

定 

例 

会

�

14
議
案
を
可
決

徳島県事業承継ネットワークは 　　　　 を全力で応援します！事業承継

神山町も「徳島県事業承継ネットワーク」に参加しています。お気軽に御相談ください。
担当：産業観光課TEL:676-1118 IP電話:2007

気づきのために徳島県が取り組むこと。それが「事
業承継診断」です。
あなたの身近な支援者（商工団体の指導員、金融機
関の営業担当、顧問の税理士等）と、10年先の事
業経営について話しませんか。質問を、10分程度
でお聞かせください。これまで 1 人で抱えてきたこ
とを、身近な支援者に御相談ください。

会社（お店）の10年後のことを話しませんか

10年後もきっと、輝いている

徳島県事業承継ネットワーク事務局　（徳島商工会議所内）
〒770-8530　徳島県徳島市南末広町 5番 8-8 号
　　　　　　　徳島経済産業会館（KIZUNAプラザ）1階
TEL:088-624-8722　FAX:088-624-8723
E-mail:p-shokei@tokushimacci.or.jp 相談は

無料です。
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お
め
で
と
う 

新
成
人

　
令
和
2
年
神
山
町
成
人
式
が
1
月
2
日
（
木
）
に
神
山
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
該
当
者
は
、
平
成
11
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
12
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
方
、
40
人
で
、
そ
の
内
27
人
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
華
や
か

な
振
り
袖
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
の
み
な
さ
ん

は
、
新
た
な
気
持
ち
を
胸
に
、
多
く
の
来
賓
、
保
護
者
の
方
々
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
、
成
人
の
門
出
の
祝
い
を
受
け
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
記
念
撮
影
と
茶
話
会
が
開
か
れ
、
同
級
生
と
の
久
し

ぶ
り
の
再
会
に
話
を
弾
ま
せ
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
楽
し
い
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

令
和
2
年

神
山
町
成
人
式

　
40
人
が
新
成
人
に

新
成
人
代
表
謝
辞

 

新
成
人
代
表
　
久
保
　
花
純

　
本
日
は
、
私
た
ち
新
成
人
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
に

盛
大
な
式
典
を
挙
行
し
て
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
重
ね
て
、
今
日
ま
で
私
た
ち
を
温
か
く
見

守
り
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
家
族
や
地
域
の
皆
様
方
に
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
新
年
の
幕
開
け
と
共
に
、

今
日
の
日
を
迎
え
、
私
た
ち
は
夢
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
大
き
な
変
革
の
時
代
を
迎
え
た
現
代
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
や
I
T
化
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
激
し
い
変
化

に
も
柔
軟
に
適
応
で
き
る
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
変
革
の
最
先
端
を
い
く
神
山
町

は
、
地
方
創
生
の
町
と
し
て
、
そ
の
魅
力
が
全
国
に
情

報
発
信
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
町
が
注
目

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
く
、
私
た
ち
自
身
も

自
ら
の
資
質
・
能
力
を
高
め
、
地
域
社
会
に
貢
献
出
来

る
よ
う
、日
々
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
多

く
の
こ
と
を
経
験
す
る
中
で
、
人
と
の
出
会
い
や
絆
を

大
切
に
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
責
任
あ
る
社

会
人
と
し
て
し
っ
か
り
と
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
結
び
に
な
り
ま

し
た
が
、
神
山
町
で

生
ま
れ
育
っ
た
事

を
誇
り
と
し
、
今
後

も
皆
様
方
の
ご
指

導
と
ご
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
お
礼
の
言
葉

と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
本
日
は
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

謝辞を述べる　久保花純さん

二十歳の誓いを述べる　阿部柾哉さん

茶話会の様子

町長から記念品を受け取る　多田亮子さん

二十歳の誓いを述べる　笠原直人さん
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神山中学校（上分･下分･左右内･神領･鬼籠野地区）の新成人

神山東中学校（広野・阿川地区）の新成人

　　令和 2年成人式該当者名簿　　　　　敬称略　　　　　　　　　　　　　　　該当者数40名

◯上分地区◯ 村瀬　宇良 ◯阿川地区◯ ◯左右内地区◯ ◯広野地区◯
計2人 森本あおい 計7人 計1人 計9人

佐古奈緒子 上野　未来 真田　麻菜 阿部　柾哉
山根　郁弥 ◯鬼籠野地区◯ 多田　亮子 大草　亜実

計6人 森　　祐樹 ◯神領地区◯ 大草　佑奈
◯下分地区◯ 笠原　直人 森下　　剛 計7人 粟野　雄也

計8人 谷　　亮磨 LE DOAN DAN 鈴木ミナミ 佐藤穂乃歌
阿部　瑞樹 藤森　大世 NGUYEN VAN KHOI 高橋　克徳 高橋　歩希
大西　章義 NGUYEN THI KIM DUNG TRAN NGOC NGHI 滝上　聖奈 高橋　周平
久保　花純 NGUYEN THI PHUONG ANH 杼谷　彩花 畠中　修治
坂口　実悠 PHAM THAO LY 中川創太郎 細井　萌香
新居　靖基 原　　菜緒
西橋　美月 三辻真由美

5 令和 2年 1月15日発行



　
任
期
満
了
に
よ
る
神
山
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
（
定
数
8
議
席
）
が
、
12
月

10
日
告
示
、
12
月
15
日
執
行
さ
れ
ま
し

た
。
投
票
は
午
前
7
時
か
ら
午
後
8
時

ま
で
上
分
投
票
所
ほ
か
8
カ
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
開
票
は
、
午
後
9
時
15
分

か
ら
、
神
山
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
午
後
10
時
50
分
に
開

票
作
業
が
終
了
し
、
町
行
政
を
審
議
す

る
8
名
の
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

▽
当
日
の
有
権
者
数
4
7
7
8
人
（
男

2
2
2
5
人
、
女
2
5
5
3
人
）
▽
投

票
総
数
3
4
3
8
票
（
男
1
6
3
1

票
、
女
1
8
0
7
票
）
▽
有
効
投
票
数

3
3
8
1
票
▽
無
効
投
票
数
57
票
▽
投

票
率
71
・
95
％
（
男
73
・
30
％
、
女

70
・
78
％
）

　
栄
え
あ
る
ご
当
選
を
さ
れ
た
議
員
の

皆
様
を
紹
介
し
ま
す
。

�

（
敬
称
略
、
五
十
音
順
）

神
領
字
東
青
井
夫�

河
野　
雅
俊

阿
野
字
本
名�

志
甫　
　
守

下
分
字
左
右
山�

白
土　
義
信

阿
野
字
南
行
者
野�

髙
橋　
義
英

神
領
字
北
上
角�

新
居　
榮
二

上
分
字
江
畠�

平
岡　
晴
喜

阿
野
字
歯
ノ
辻�

森　
　
一
博

阿
野
字
神
木�

森
本　
孝
夫

　
神
山
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
結
果 

新居　榮二
（神領字北上角）

白土　義信
（下分字左右山）

森本　孝夫
（阿野字神木）

河野　雅俊
（神領字東青井夫）

志甫　　守
（阿野字本名）

平岡　晴喜
（上分字江畠）

森　　一博
（阿野字歯ノ辻）

髙橋　義英
（阿野字南行者野）
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10
月
12
日
に
上
陸
し
た
令
和
元
年
台

風
19
号
に
よ
り
被
災
し
た
栃
木
県
佐
野

市
へ
、
11
月
2
日
か
ら
8
日
ま
で
現
地

支
援
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
佐
野

市
で
は
、
市
内
を
流
れ

る
秋
山
川
が
増
水
に
よ

り
決
壊
し
、
周
辺
に
浸

水
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
地
区
に
よ
っ
て
浸

水
状
況
は
様
々
で
、
被

害
の
大
き
い
家
で
は
床

上
浸
水
し
、
家
具
等
が

汚
泥
で
再
利
用
不
可
能

な
状
況
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
庭
先
や
駐
車
場

は
泥
が
堆
積
し
、
そ
の

撤
去
の
た
め
に
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
援
に
来
て
い
ま
し

た
。
泥
を
土
の
う
袋
に
詰
め
て
道
路
沿

い
に
積
み
上
げ
、
佐
野
市
の
委
託
を
受

け
た
収
集
業
者
が
順
次
収
集
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
が
、
収
集
は
追
い
つ
い
て

い
な
い
よ
う
で
あ
ち
こ
ち
に
土
の
う
袋

が
積
み
上
げ
ら
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
道
路
に
堆
積
し
た
泥
は
国
土

交
通
省
の
支
援
に
よ
り
撤
去
は
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
駐
車
場
な
ど
の
泥
は
後

回
し
に
な
っ
て
い
る
た
め
晴
れ
の
日
は

砂
埃
が
舞
い
、
側
溝
に
堆
積
し
た
泥
の

撤
去
は
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
ま
た
大

雨
が
降
っ
た
時
が
不
安
と
い
う
市
民
も

い
ま
し
た
。
災
害
ご
み
は
市
内
2
箇
所

で
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
受

け
入
れ
の
た
め
一
般
廃
棄
物
の
収
集
が

追
い
つ
か
ず
収
集
を
停
止
し
て
お
り
、

市
民
か
ら
は
再
開
の
見
込
み
は
い
つ
に

な
る
の
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
を
さ
れ

ま
し
た
。

　
私
は
、
住
家
被
害
認
定
調
査
第
4
班

10
名
の
一
員
と
し
て
参

加
し
、
移
動
日
を
除
く

5
日
間
り
災
証
明
書
の

交
付
申
請
に
伴
う
住
家

の
被
害
認
定
調
査
の
第

二
次
調
査
に
従
事
し
ま

し
た
。
佐
野
市
固
定
資

産
税
課
職
員
の
皆
様
が

日
中
は
調
査
、
日
が
暮

れ
て
か
ら
調
査
状
況
の

と
り
ま
と
め
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
被
災
か

ら
3
週
間
が
経
過
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
疲
労
が
貯
ま
っ
て
い

る
様
子
で
し
た
。
私
が
担
当
し
た
住
家

は
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
共
同
住
宅
、
店

舗
と
住
居
が
同
一
建
物
に
な
っ
て
い
る

併
用
住
宅
で
し
た
。
基
本
的
に
1
班
4

人
で
編
成
さ
れ
ま
す
が
、
佐
野
市
職
員

の
手
が
足
り
ず
3
人
で
編
成
さ
れ
る
日

も
あ
り
ま
し
た
。
二
次
調
査
は
市
民
の

方
々
に
立
ち
会
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ

り
、
事
前
の
連
絡
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

立
会
い
の
元
、
被
災
し
た
設
備
や
建
具

な
ど
の
状
況
を
確
認
し
、
写
真
を
撮
影

し
ま
す
。
各
部
の
損
傷
具
合
は
内
閣
府

の
定
め
た
例
示
を
参
考
に
調
査
班
で
判

定
す
る
の
で
す
が
、
5
段
階
の
中
の
ど

の
被
害
程
度
だ
ろ
う
か
と
頭
を
悩
ま
す

こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
市
民
の
方
は

被
災
し
大
変
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
調
査
に
来
た
我
々
に
対

し
「
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
大
変
で
す
ね
」

と
労
い
の
言
葉
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
栃
木
県
は
海
に
面
し
て
お
ら
ず
、
過

去
に
今
回
の
よ
う
な
台
風
に
よ
る
浸
水

被
害
を
被
っ
た
こ
と
は
無
い
た
め
、
住

家
被
害
認
定
調
査
の
研
修
を
受
講
し
た

職
員
や
他
の
災
害
に
派
遣
さ
れ
て
実
務

経
験
を
積
ん
だ
職
員
が
少
な
い
そ
う
で

す
。今
回
徳
島
県
以
外
に
は
和
歌
山
県
、

奈
良
県
等
の
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
お
り

調
査
開
始
直
後
は
こ
ち
ら
か
ら
指
南
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
私
は
研

修
を
受
け
て
被
災
地
に
行
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
調
査
初
期
は

慣
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
戸
惑
う
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
各
地
か
ら
派

遣
さ
れ
た
職
員
に
指
示
を
出
す
立
場
に

な
っ
た
佐
野
市
職
員
の
方
々
の
不
安
は

非
常
に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
今
回
の
災
害
派
遣
で
は
、
研
修
を
積

ん
で
も
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
経
験
が
出

来
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た

地
域
の
方
々
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願

い
ま
す
。

被災地派遣
レポート

　台風19号により被災
された栃木県佐野市に
神山町役場より職員 1
名を派遣しましたので、
現地の様子や活動内容
について報告します。総務課　主事

北　山　敬　典

▲決壊した箇所

▲崩壊した橋

▲復旧中の事業所

▲派遣された徳島班
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「
M
o
n
t
e
k
i
マ
ル
シ
ェ
」
を

�
広
野
小
学
校
旧
校
舎
で
開
催

　

10
月
22
日
（
国
民
の
祝
日
）、
広
野

小
学
校
旧
校
舎
で
「
M
o
n
t
e
k
i

マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
四
国
電
力
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

徳
島
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
廃
校
の
活

用
を
模
索
す
る
た
め
に
企
画
し
、
地
域

の
多
世
代
の
交
流
を
深
化
さ
せ
る
こ
と

や
廃
校
に
適
し
た
持
続
可
能
な
事
業
モ

デ
ル
の
発
掘
を
目
指
し
た
も
の
で
、
名

称
の
「
M
o
n
t
e
k
i
」
は
、「
休

み
の
日
に
も
ん
て
き
て
学
校
で
も
寄
っ

て
み
ん
で
ー
」
と
い
う
願
い
を
込
め
て

阿
波
弁
の
「
も
ん
て
き
い
（
帰
っ
て
お

い
で
）」
と
し
た
も
の
で
す
。

　
会
場
と
な
っ
た
広
野
小
学
校
旧
校
舎

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
県
内
や
四
国
各
県

か
ら
グ
ル
メ
屋
台
20
店
舗
が
出
店
し
、

ス
テ
ー
ジ
で
は
音
楽
演
奏
や
阿
波
踊
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
教
室
で
は

藍
染
め
、
お
箸
づ
く
り
、
縫
製
、
木
育
、

消
し
ゴ
ム
版
画
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
背
景
セ
ッ
ト
で
撮
影
で
き
る
フ
ォ

ト
ブ
ー
ス
、書
籍
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
、

体
育
館
で
は
ド
ロ
ー
ン
操
縦
体
験
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
若
い
親
子
連
れ
が
多
く
、

お
目
当
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
絶

え
ず
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
1
日

の
み
の
開
催
で
し
た
が
、
1
、
2
0
0

人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

4
K
・
V
R
徳
島
映
画
祭
を

�

広
野
小
学
校
旧
校
舎
で
開
催

　

11
月
22
日
～
24
日
の
3
日
間
、
広

野
小
学
校
旧
校
舎
を
主
会
場
に
4
K
・

V
R
徳
島
映
画
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。（
主
催
：
と
く
し
ま
4
K
フ
ォ
ー

ラ
ム
実
行
委
員
会
、
共
催
：
神
山
町
）。

「
し
ぜ
ん
と
学
び
、
未
来
と
遊
ぶ
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
4
K
・
8
K
・
V
R

と
い
わ
れ
る
高
画
質
映
像
に
特
化
し

た
映
画
祭
は
今
年
で
5
回
目
と
な
り
、

1
1
7
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

同
時
に
セ
ミ
ナ
ー
や
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
、
映
像
機
器
展
示
、
V
R
、
3
6
0

度
映
像
体
験
、
D
J
に
よ
る
音
楽
体
験

な
ど
が
で
き
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
阿
南
高
専
に
よ
る
「
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
体
験
」
で
は
、
実
況
中
継
を
交

え
て
若
者
が
盛
り
上
が
り
、「
H
E
R
O 

H
E
R
O
I
N
E
」
は
最
先
端
合
成
技

術
に
よ
り
20
秒
間
の
動
画
を
作
成
で

き
、
す
ぐ
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
体
験
す
る
ブ
ー
ス
が

人
気
で
し
た
。

　
映
画
は
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
よ
り

す
ぐ
り
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
25
作
品
と
特
別

招
待
作
品
を
上
映
し
、
優
秀
な
作
品
を

表
彰
し
ま
し
た
。
表
彰
式
は
広
野
公
民

館
で
行
わ
れ
、
大
賞
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
徳
島
の
「
子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
る

～
伊
座
利
の
3
6
5
日
～
」
に
、
入
賞

　
秋
の
イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

グルメ屋台がズラリ

阿波踊り「桜花連」による乱舞

城西高校神山校の木工教室なども出店
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作
品
の
神
山
町
長
賞
は
関
西
テ
レ
ビ
の

「
小
夏
日
和
」に
贈
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

今
年
は
あ
わ
文
化
振
興
部
門
、
高
校
生

部
門
が
新
設
さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
校
舎
周
辺
で
は
、
食
の
お
店
15
店
舗

が
出
店
し
、
神
山
町
と
友
好
提
携
都
市

の
岩
手
県
宮
古
市
か
ら
海
産
物
の
販
売

も
行
い
、
3
日
間
で
延
べ
5
、
3
0
0

人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

徳
島
県
立
神
山
森
林
公
園
が

�

開
園
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
11
月
23
日
（
土
）、
徳
島

県
立
神
山
森
林
公
園
イ
ル
ロ
ー
ザ
の
森

に
お
い
て
、開
園
30
周
年
を
記
念
し
て
、

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
立
神
山
森
林
公
園
は
県
民
に
保
健

休
養
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
森

林
・
林
業
に
対
す
る
県
民
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
元
年
7
月

29
日
に
開
園
し
ま
し
た
。
以
来
、
入
園

者
は
4
3
8
万
人
を
超
え
、
神
山
町
民

は
も
と
よ
り
、
県
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
広
く
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
こ
れ
ま
で
に
開
催
さ
れ
た

「
第
40
回
全
国
植
樹
祭
」
や
「
第
28
回

全
国
育
樹
祭
」
に
参
加
さ
れ
た
関
係
者

も
出
席
し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
記
念
植
樹
が
行
わ

れ
、
県
立
神
山
森
林
公
園
開
園
30
周
年

を
記
念
し
て
「
し
だ
れ
桜
」
を
、
天
皇

陛
下
即
位
を
記
念
し
「
梅
」
を
、
そ
れ

ぞ
れ
植
樹
し
ま
し
た
。

宮
古
市
へ
お
見
舞
金

　
台
風
19
号
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
岩
手

県
宮
古
市
に
、
一
刻
も
早
い
復
興
を
願

い
、
神
山
町
よ
り
お
見
舞
金
を
お
く
り

ま
し
た
。

　
宮
古
市
は
、
こ
の
度
の
災
害
で
河
川

の
氾
濫
、
市
道
や
林
道
等
の
決
壊
、
長

期
に
渡
る
断
水
な
ど
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
12
月
上
旬
に
は
、「
関
係

機
関
等
の
御
協
力
の
も
と
、
応
急
復
旧

業
務
を
進
め
た
結
果
、
市
民
生
活
も
一

定
の
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

る
」
と
近
況
を
知
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

物販会場は終日賑わいました

30周年記念植樹の様子

宮古市の副市長さんへ直接贈呈しました

阿南高専によるｅスポーツ体験

最先端合成技術「ヒーロー・ヒロイン」宮古市の物産販売

9 令和 2年 1月15日発行



　
ご
あ
い
さ
つ

　

青
雲
寮
跡
地
に
開
発
中
の
大
埜
地

の
集
合
住
宅
で
は
、
町
民
の
み
な
さ

ん
に
開
か
れ
た
場
所
と
し
て
「
鮎
喰

川
コ
モ
ン
」
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま

す
。
大
人
も
子
ど
も
も
使
え
る
文
化

施
設
と
、
広
場
の
よ
う
な
草
地
、
歩

行
者
専
用
の
歩
き
道
か
ら
な
る
場
所

で
、
令
和
2
年
秋
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
中
心
と
な

る
「
コ
モ
ン
ハ
ウ
ス
棟
（
仮
称
）」
の

建
設
の
真
っ
最
中
。
鮎
喰
川
コ
モ
ン

だ
よ
り
で
は
、
施
設
の
概
要
や
工
事

の
様
子
を
全
５
回
で
お
伝
え
し
ま
す
。

鮎
喰
川
コ
モ
ン
の
ひ
み
つ　
そ
の
①

「
コ
モ
ン
」
っ
て
な
に
？

　

コ
モ
ン
と
は
、
英
語
で
「
c
o
m
m

o
n
」
と
表
さ
れ
「
共
通
の
・
共
有
の
」

と
い
う
意
味
の
あ
る
言
葉
で
す
。
鮎
喰

川
コ
モ
ン
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と

「
共
有

4

4

で
き
る
場
所
」「
共
同

4

4

で
つ
く
っ

て
い
く
場
所
」
と
し
て
「
コ
モ
ン
」
と

い
う
言
葉
を
用
い
て
い
ま
す
。
学
校
と

も
仕
事
場
と
も
、
家
と
も
違
う
、
ま
ち

の
中
の
居
場
所
と
し
て
、
誰
も
が
気
軽

に
立
ち
寄
れ
、
様
々
な
過
ご
し
方
が
で

き
る
「
ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ
」
の
よ
う
な

場
所
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

コ
モ
ン
ハ
ウ
ス
棟

�

上
棟
式
　
開
催
し
ま
す
！

日　
時
：
令
和
2
年
1
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
1
時
〜
4
時

場　
所
：
大
埜
地
の
集
合
住
宅

　
　
　
　
敷
地
内

駐
車
場
：
町
民
体
育
館
横
・

�

神
領
公
民
館

　
餅
ま
き
や
お
し
る
こ
の
振
る
舞

い
、
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
め
る
企

画
が
た
く
さ
ん
。
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
！

 
鮎
喰
川
コ
モ
ン
だ
よ
り

神山町役場 総務課
☎088-676-1111
神山つなぐ公社
☎050-2024-4700

鮎喰川コモン
案内人

コモンちゃん

大埜地の集合住宅　敷地図
敷地内では現在5・6 棟目の住宅も建設中。
川沿いの枠内が鮎喰川コモンです。

鮎喰川コモンで
できること

⃝多世代の交流の場
親子連れもお年寄りも一緒に
話をしたり、遊んだり。時に
は相談も。

⃝放課後の居場所づくり
勉強を教えあったり、地域の
大人や先輩と共に遊び学びあ
える場に。

⃝本・読書との出会いの場
本との出会いのきっかけや、
ゆったり読書できる空間に。

ノミを使って削る濱口督士さん

寸法を確認する親方・坂東満男さん

木栓を入れる穴を開けている
� 坂東敦さんと坂東俊さん

さて、これは
建物のどの部分でしょう !？
ぜひ探してみてください！
（ヒント：頭の上の方です）

　木造の建物は、柱や梁など
の各部材の組み方がとても重
要、かつ魅力的なところの一
つです。
　９月の工事着工から約３ヶ
月かけて、木の部材を必要な
寸法や形に加工する作業（＝
『切り組み』）を行いました。

＜切り組みをする大工さんのチーム＞
複雑な工程を分担して作業しています。

現場 拡大 図鑑①� ～木と木の組み合わせ～

鮎喰川コモン

大埜地住宅

アユミちゃん

コモンちゃん

子育て世代から
お年寄りまで、
町のみんなで共
有できる場所に
なるんやなぁ！

はじめまして！
集合住宅だよりでお馴染み、
アユミちゃんに、妹が誕生！
鮎喰川コモンだよりの案内を
担当するよ！
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相
続
登
記
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
お
家
、
土
地
の
相
続
登
記
は
お
済
み

で
し
ょ
う
か
？
セ
ン
タ
ー
で
は
、
相
続

や
契
約
上
で
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
も
、
早
め
の
相
続
登
記
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
い
ざ
空
き
家
・
空

き
地
の
売
買
を
し
よ
う
と
し
て
も
、
相

続
登
記
が
で
き
て
い
な
い
物
件
は
、
売

買
の
登
記
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
相
続
登
記
を
済
ま
せ
な
い
間
に
、

も
し
相
続
人
の
ど
な
た
か
が
お
亡
く
な

り
に
な
る
と
、
そ
の
配
偶
者
や
子
に
相

続
の
権
利
が
移
り
、
手
続
き
が
よ
り
煩

雑
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
空
き
家

の
相
続
登
記
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー

で
も
相
談
を
受
付
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
神
山
し
ず
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
木
工

ろ
く
ろ
職
人
と
し
て
修
行
中
の
藤
本
さ

ん
、同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
働
き
な
が
ら
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
も
活
動
し
て
い

る
東
條
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
移
住
の
き
っ
か
け
〉

藤
本　
芸
術
大
学
で
家
具
や
プ
ロ
ダ
ク

ト
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
学
ん
だ
あ
と
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、

い
ろ
ん
な
も
の
づ
く
り
の
現
場
で
働
き
、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
探
し
て
い
ま
し

た
。
木
工
ろ
く
ろ
の
道
を
選
ん
だ
の
は
、

無
垢
の
木
を
扱
え
て
、
も
の
を
作
る
た
め

の
道
具
か
ら
自
分
で
作
る
点
に
魅
か
れ
た

か
ら
で
す
。
長
野
や
北
海
道
な
ど
の
ろ
く

ろ
産
地
も
見
学
し
て
回
り
ま
し
た
が
、
あ

え
て
加
工
が
難
し
い
杉
材
に
挑
戦
し
た
く

て
、
し
ず
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
職
人
見
習

い
と
し
て
神
山
に
来
ま
し
た
。

東
條　
私
も
彼
と
同
じ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
芸
術
大

学
に
入
学
し
て
か
ら
7
年
ほ
ど
京
都
で

暮
ら
し
、
個
人
の
作
家
と
し
て
も
作
品

制
作
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
機

会
に
環
境
を
変
え
て
み
よ
う
と
思
い
、

一
緒
に
神
山
に
来
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

〈
し
ず
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
仕
事
〉

藤
本　
し
ず
く
の
製
造
を
引
き
受
け
て

く
れ
た
市
内
の
職
人
さ
ん
の
工
房
で
1

年
ほ
ど
修
行
し
、
今
は
上
角
に
あ
る
木

工
所
「
し
ず
く
ラ
ボ
」
で
、
自
分
で
も

製
品
を
削
り
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
杉

の
伐
採
か
ら
、
製
材
、
乾
燥
ま
で
の
作

業
は
、
町
内
の
製
材
所
さ
ん
や
社
内
ス

タ
ッ
フ
と
協
力
し
て
行
い
ま
す
。
木
と

い
う
生
き
た
素
材
を
加
工
す
る
難
し
さ

を
実
感
し
、
神
山
で
育
っ
た
貴
重
な
木

を
加
工
さ
せ
て
も
ら
う
事
に
感
謝
し
な

が
ら
、
日
々
修
行
に
励
ん
で
い
ま
す
。

東
條　

販
売
と
広
報
、
そ
し
て
杉
の

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ

イ
ル
の
製
造
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
オ
イ

ル
を
た
く
さ
ん
抽
出

で
き
る
よ
う
、
あ
え

て
夏
に
伐
採
し
た
杉

で
、
特
に
赤
身
が
多

い
も
の
を
利
用
す
る

の
が
特
徴
で
す
。材
料
を
調
達
し
た
ら
、

2
～
3
週
間
は
集
中
し
て
蒸
留
作
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

〈
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
活
動
に
つ
い
て
〉

東
條　
大
学
の
途
中
ま
で
は
油
絵
を
描

い
て
い
ま
し
た
。
今
は
主
に
ア
ク
リ
ル

絵
具
や
ペ
ン
で
描
い
た
平
面
作
品
を
制

作
し
、
服
の
し
わ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

作
品
が
多
い
で
す
。
移
住
し
た
当
初
は

新
し
い
暮
ら
し
に
慣
れ
る
の
に
必
死

で
、
集
中
し
て
絵
を
描
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
最
近
は
生
活
の
リ
ズ

ム
も
掴
め
て
き
て
、
昨
年
10
月
に
町
内

で
初
め
て
の
個
展
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

〈
今
後
の
抱
負
〉

東
條　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
活
動
に
も
一
層

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
は
制
作
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て

い
る
の
で
、
町
内
で
倉
庫
な
ど
を
借
り

ら
れ
た
ら
、
自
分
た
ち
の
ア
ト
リ
エ
兼

工
房
を
持
ち
た
い
で
す
。

藤
本　
木
工
ろ
く
ろ
の
技
術
の
さ
ら
な

る
向
上
に
努
め
た
い
で
す
。
町
内
で
は

い
ろ
ん
な
人

と
知
り
合
っ

て
、
神
山
の

昔
の
話
や
、

山
の
自
然
、

山
で
の
生
活

の
楽
し
み
方

な
ど
を
教
え

て
も
ら
え
た

ら
嬉
し
い
で

す
。

◦ 
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

◦

☎676-1177
IP: 2028

伊藤・林が
お届けします。

新規移住相談件数
10月…10件
11月… 5 件

阿野地ノ平在住
藤本　博久　大阪府出身
東條　由佳　福岡県出身

10月の個展の様子
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主
任
児
童
委
員
の
中
原
氏
に
全
国
民
生

委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰
受
賞

　
こ
の
度
、
民
生
委
員
児
童
委
員
（
主

任
児
童
委
員
）
の
中
原　
亨
さ
ん
に
全

国
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
よ
り
永

年
勤
続
表
彰
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
任
児
童
委
員
の
活
動
で
は
、
地
域

福
祉
の
向
上
を
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち

が
元
気
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

学
校
、
保
育
所
、
児
童
ク
ラ
ブ
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、

子
育
て
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者

に
対
す
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞

　
12
月
15
日
、
徳
島
県
立
21
世
紀
館
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
令
和
元
年

度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
に
対
す
る
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
伝
達
式
が
開
催
さ

れ
、
障
が
い
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
ハ
ー
ト
・
か
み
や
ま
」
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
ハ
ー
ト
・
か
み
や
ま
は
、
平
成
10
年

に
設
立
さ
れ
活
動
を
開
始
し
て
今
年
で

21
年
に
な
り
、
う
め
っ
こ
作
業
所
や

ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
ラ
ブ
の
支
援
に
携
わ

り
、
地
域
の
障
が
い
者
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
今
回
の
受
賞
に
あ
た
り
、
会
長
の
西

田
聖
子
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
栄
え
あ

る
受
賞
を
賜
り
、
大
変
嬉
し
く
感
謝
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
栄
誉
を
励
み
に
、

こ
れ
か
ら
も
「
う
め
っ
こ
作
業
所
」
の

メ
ン
バ
ー
さ
ん
の
笑
顔
が
少
し
で
も
多

く
み
ら
れ
る
よ
う
に
会
員
一
同
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。」
と
受
賞
の
喜
び
を

語
ら
れ
ま
し
た
。

徳
島
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

精
神
保
健
福
祉
功
労
者
表
彰
受
賞

　
11
月
12
日
、
徳
島
市
ふ
れ
あ
い
健
康

館
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
精
神
保
健

福
祉
功
労
者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
津

田
弘
忠
さ
ん
が
精
神
保
健
福
祉
功
労
者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

津
田
さ
ん
は
平
成
10
年
、
障
が
い
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ハ
ー
ト
・

か
み
や
ま
」
発
足
当
時
よ
り
所
属
し
、

現
在
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
11
年
よ
り
2
年
間
副
会

長
と
し
て
、「
ハ
ー
ト
・
か
み
や
ま
」
の

維
持
発
展
に
貢
献
。
こ
れ
ま
で
の
活
動

と
同
様
に
メ
ン
バ
ー
さ
ん
の
気
持
ち
を

大
切
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
広
い
視

野
と
当
事
者
に
対
す
る
深
い
愛
情
で
、

き
め
細
や
か
な
支
援
を
継
続
し
て
こ
ら

れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
に
お
歓
び
を
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

徳
島
県
社
会
福
祉
大
会
で

5
名
が
受
賞

　
11
月
20
日
、
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
第
63
回
徳
島
県
社
会
福
祉
大

会
に
お
い
て
、
神
山
町
の
5
名
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
髙
橋
國
夫
さ
ん
が
民
生
委
員
・
児
童

委
員
功
労
者
と
し
て
名
誉
大
会
長
表
彰

を
、
川
野
恒
治
さ
ん
、
佐
藤
信
弘
さ
ん

の
2
名
が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労

者
と
し
て
大
会
長
表
彰
を
、
名
賀
石
準

まちの
　 出来事

かん太くん中原　亨さん

ハート・かみやまのみなさん

津田　弘忠さん
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三
さ
ん
が
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
と
し

て
大
会
長
表
彰
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功

労
者
と
し
て
粟
飯
原
國
子
さ
ん
が
大
会

長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

改
選
さ
れ
ま
し
た

日
時
：
令
和
元
年
12
月
1
日
（
日
）

場
所
：
神
山
町
役
場

　

3
年
に
一
度
の
一
斉
改
選
が
行
わ

れ
、
新
し
く
39
名
（
う
ち
主
任
児
童
委

員
2
名
）
の
方
々
が
、
令
和
元
年
12
月

1
日
付
で
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
3
年
間
で
、
令
和
4
年
11
月

30
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
高
齢
者

の
見
守
り
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
相
談
役
、
ま
た
行
政
と
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
、
ま
た
、
主
任
児
童
委
員
は
、

児
童
に
関
す
る
事
を
専
門
に
活
動
さ
れ

ま
す
。

神山町民生委員児童委員協議会� 令和元年 12月 1日現在（敬称略）
地　区 担当地区 氏　名 住　所

上
分

江田・金泉 佐　藤　信　弘 江　　田
中津・大中尾 山　口　純　一 金　　泉
本根川・府殿・殿宮・大影・坂丸・江畠・入手・奥屋敷 新　居　　　勝 殿　　宮
名・中峯・西久地・名ケ平・一宇夫・立岩・西ノ名 池　本　公　一 西 久 地
川又西・川又中 林　　　享　江 川 又 西
川又南・川又東・門屋・川又南団地 和　田　州　英 川　　又

下
分

地野・京地・松ノ本・栗生野 粟飯原　勝　芳 栗 生 野
南山・矢ノ内・花箱・稲原・下分団地 大　黒　博　司 中 稲 原
大亀石・左右山・今井・西寺・東寺 南　上　義　治 左 右 山
今井・谷口・安吉・大久保・今井団地 松　浦　ひろみ 安　　吉
下喜来・中喜来・焼山・名本・蔭・長野・中谷 横　川　健　司 中 喜 来
三ツ木・中内・竹平・拝府・暮石・樫谷・宇井 森　　　公　弘 拝　　府

左右内 黒口・刈初・鍋岩・庄部・横倉・南峯 西　内　正　浩 南　　峯
松坂・城川内・左右内・釘貫・馬地・地中 笠　井　法　真 地　　中

神
領

谷・石堂・長倉 麻　空　弘　美 谷
寄井西・寄井中・寄井東・影 森　下　隆　司 北
東寄井第１・２・日浦・第二寄井団地 北新居　堅　二 北
野間・東寄井第３ 大　平　惠美子 東 野 間
大埜地・中津・大久保 空　野　一　夫 東大久保
上角 大　塩　貴　行 南 上 角
青井夫 河　野　敏　成 西青井夫
小野・板挟 中　村　哲　也 本 小 野

鬼
籠
野

猪ノ頭・一ノ坂 佐々木　公　男 一 ノ 坂
坂瀬川・日浦・黒河・喜来 佐々木　昇志子 喜　　来
川東・東分・中分・西分・阿保坂 川　野　恒　治 阿 保 坂
小原・中内・中津川・元山 河　野　眞里代 元　　山

阿
川

井ノ谷・福原・本名・黒木・船底・井ノ谷団地 河　野　　　進 本　　名
神木・地ノ平・二ノ宮・代次 鬼　田　　　博 地 ノ 平
広石・石堂・松尾・日浦・上河内・宇度木 相　原　利　章 松　　尾
府中・久保ノ内・宮分・川平・屋那瀬・長代 瀬　戸　日出夫 府　　中

広
野

養瀬・馬地・地野々・橘谷 田　中　幸　子 地 野 々
椚野・大地・河口・名田河・広野 髙　橋　國　夫 大　　地
南馬喰草・方子・臼嶽・南行者野 岩　西　謙　治 南行者野
長谷・歯ノ辻・高瀬・高瀬団地 髙　橋　　　勇 歯 ノ 辻
北馬喰草・杉次郎・倉目・折木・下地・下地団地 森　　　洋　子 下　　地
峯長瀬・田ノ窪・五反地・中峯 森　　　悦　二 五 反 地
長瀬・須賀・持部・駒坂 岡　　　順　一 長　　瀬

主任児童委員（神山町全域） 髙　野　美佐子 今　　井
岩　田　孝　文 中　　内

13 令和 2年 1月15日発行



立
石
　
芳
久
　
さ
ん

高
齢
者
叙
勲
　
瑞
寶
單
光
章
　
受
章

　
立
石　
芳
久
さ
ん
（
62
歳
）
は
、
昭

和
55
年
よ
り
法
務
刑
務
官
と
し
て
平
成

29
年
ま
で
の
38
年
間
、
徳
島
刑
務
所
に

勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
法
務
事

務
官
副
看
守
長
と
な
り
、
業
務
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
受
刑
者
の
指
導
や
社
会

復
帰
を
実
現
す
る
よ
う
、
処
遇
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
長
年
に
わ
た
る
矯
正
業

務
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
栄
誉
に
輝
い
た
も
の
で
す
。
12

月
13
日
に
は
法
務
省
に
て
授
賞
式
が
行

わ
れ
、
秋
の
叙
勲
と
し
て
は
令
和
初
の

受
章
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
度
　
築
こ
う
人
権
の
ま
ち
運
動

人
権
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
者
決
ま
る

　

神
山
町
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
、

生
徒
、
保
護
者
と
城
西
高
校
神
山
校
の

生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
夏
休
み
の
課
題
と

し
て
人
権
標
語
と
人
権
ポ
ス
タ
ー
の
制

作
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
数
の
ご
応
募
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
応
募
さ
れ
た
作
品
の
中
よ
り
、
一
部

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
最
優
秀
作
品
は
、
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
図
案
と
し
て
啓
発
活
動

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
3
回
受
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施

　
10
月
22
日
か
ら
28
日
の
間
、
国
際
交

流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
3
回
目
の
受
入
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の
中

高
生
9
人
と
引
率
者
の
先
生
2
人
が
来

町
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
雨
乞
い
滝
な
ど
の
名
所

の
散
策
や
、
神
山
の
森
林
や
地
産
地
消

に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
た
ほ
か
、
町

内
全
て
の
保
育
所
・
小
中
学
校
、
城
西

高
校
神
山
校
の
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合

い
、
日
本
の
伝
統
遊
び
や
運
動
会
、
書

道
や
調
理
実
習
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
家
族
や
オ

ラ
ン
ダ
へ
訪
問
し
た
中
高
生
等
と
阿
波

踊
り
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
な
ど
交

流
し
ま
し
た
。

《
標
語
の
部
》

　

最
優
秀
賞

　
そ
の
気
持
ち

　
　
　
　
勇
気
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
声
に
出
せ

�

神
山
中
学
校
1
年
　
瀬
川
　
嘉
仁
さ
ん

　

優
秀
賞

　
や
め
よ
う
よ

　
　
　
　
人
に
さ
れ
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
い
や
な
こ
と

�

神
領
小
学
校
2
年
　
阿
賀
谷
　
友
羽
菜
さ
ん

　
た
す
け
あ
い

　
　
　
　
み
ん
な
え
が
お
の

　
　
　
　
　
　
　
よ
の
な
か
に

�

広
野
小
学
校
4
年
　
立
石
　
昴
月
さ
ん

　
偏
見
で

　
　
　
　
決
め
て
は
い
け
な
い

　
　
　
　
　
　
　
人
の
こ
と

�
城
西
高
校
神
山
校
2
年
　
澤
野
　
菜
摘
さ
ん

　
ス
マ
ホ
せ
ず

　
　
　
　
家
族
団
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
増
や
そ
う
よ

�

広
野
小
学
校
保
護
者
　
森
本
　
陽
子
さ
ん

《
ポ
ス
タ
ー
の
部
》

　
最
優
秀
賞

�

神
領
小
学
校
5
年
　
浦
屋
　
優
人
さ
ん

　
優
秀
賞

�

広
野
小
学
校
4
年
　
森
本
　
天
流
さ
ん

�

広
野
小
学
校
6
年
　
坂
井
　
太
一
さ
ん

�

神
山
中
学
校
2
年
　
長
野
　
有
紗
さ
ん

【
ポ
ス
タ
ー
の
部　
最
優
秀
賞
】

神
領
小
学
校
5
年　
浦
屋
優
人
さ
ん

▲立石芳久さん

▲オランダの学生らとの交流イベントの様子

▲受章された賞状と勲章
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阿
波
遍
路
道「
歴
史
の
道
百
選
」

に
選
ば
れ
る

　
10
月
29
日
、
文
化
庁
は
文
化
庁
選
定

「
歴
史
の
道
百
選
」
の
追
加
選
定
を
行

い
、
徳
島
県
で
は
阿
波
遍
路
道
の
藤
井

寺
～
焼
山
寺
～
宮
分
な
ど
16
箇
所
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
文
化
庁
は
「
歴
史
の
道
」
の
保
存
と

活
用
を
広
く
国
民
に
呼
び
か
け
、
そ
れ

を
顕
彰
す
る
た
め
に
、
平
成
8
年
に
78

件
を
「
歴
史
の
道
百
選
」
と
し
て
選
定

し
ま
し
た
。
こ
の
度
、
地
域
の
文
化
財

に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
理
解
を
一
層

深
め
る
た
め
に
、「
歴
史
の
道
百
選
」

の
追
加
選
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
10
回
神
山
町

ミ
ッ
ク
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

第
10
回
神
山
町
ミ
ッ
ク
ス
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
10
月
17
日
、
25
日
、
29

日
に
広
野
校
舎
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
度
よ
り
1
チ
ー
ム
少
な
い

4
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
総
当
た
り
戦
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
も
多
く
の
選
手
が
参
加

し
、
性
別
・
年
齢
に
関
係
な
く
明
る
い

声
が
飛
び
交
い
、
大
変
賑
や
か
な
大
会

に
な
り
ま
し
た
。
大
会
は
3
戦
全
勝
の

強
さ
を
み
せ
た
、
す
だ
ち
サ
イ
ダ
ー
が

優
勝
し
ま
し
た
。

（
参
加
チ
ー
ム
一
覧
）

　
す
だ
ち
サ
イ
ダ
ー

　
笑　
笑

　
G
O
D 

B
E
A
R
ʻ
S

　
チ
ョ
ッ
ト
M
O
N
キ
ー
ズ
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

令
和
元
年
度

神
山
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
令
和
元
年
度
神
山
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
11
月
11
日
、
神
山
町
老
人
ホ
ー

ム
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
お
い

て
町
内
各
地
区
か
ら
、
7
チ
ー
ム
が
参

加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
は
、
3
勝
1
敗
で
3
チ
ー
ム
が

並
ぶ
接
戦
と
な
り
ま
し
た
が
そ
の
中
で

も
、
安
定
し
た
強
さ
を
発
揮
し
た
紅
葉

チ
ー
ム
が
第
一
位
に
輝
き
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　
勝
・
・
・
・
紅
葉

準
優
勝
・
・
・
・
都

第
三
位
・
・
・
・
広
野
A

神
山
温
泉
す
だ
ち
マ
ラ
ソ
ン

　
11
月
17
日
、
第
36
回
神
山
温
泉
す
だ

ち
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

は
、
町
内
外
か
ら
、
5
0
2
名
の
ラ

ン
ナ
ー
が
参
加
し
、
日
々
の
練
習
の
成

果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
各
部
門
入
賞

者
に
城
西
高
校
神
山
校
森
林
女
子
部
の

制
作
し
た
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

各
部
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
大
会
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
般
の
部
女
子　
10
㎞

　
優
勝　
門
條
万
智
子　
　
42
分
45
秒

一
般
の
部
男
子　
10
㎞

　
優
勝　
高
橋　
翔
太　
　
31
分
15
秒

一
般
の
部
女
子　
3
㎞

　
優
勝　
山
田　
毬
加　
　
11
分
08
秒

一
般
の
部
男
子　
3
㎞

　
優
勝　
西
條　
史
朗　
　
9
分
21
秒

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
部
女
子　
1
．
7
㎞

　
優
勝　
大
元　
唯
愛
（
神
領
東
）

�

6
分
31
秒

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
部
男
子　
1
．
7
㎞

　
優
勝　
石
井　
統
也
（
神
領
西
）

�

6
分
30
秒

ペ
ア
の
部　
1
．
7
㎞

優
勝　
森
本　
未
来

森
本　
　
章　
ペ
ア

�

　
6
分
03
秒

参加した全チームの選手たち

参加者全員での集合写真

10kmの部スタートの様子
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第
19
回
神
山
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
令
和
元
年
11
月
26
日
（
火
）
タ
カ
ガ

ワ
東
徳
島
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
お
い
て
、

第
19
回
神
山
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
（
神
山

町
体
育
協
会　
主
催
）を
行
い
ま
し
た
。

72
名
の
ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
優　
勝　
岡
田　
憲
治

　
準
優
勝　
森
本　
英
司

　
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
（
男
子
）

　
　
　
　
　
山
田　
幸
治　
（
78
）

　
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
（
女
子
）

　
　
　
　
　
阿
部　
初
美　
（
86
）

令
和
元
年
度

神
山
町
文
化
協
会
俳
句
大
会

開
催
日

　
令
和
元
年
十
一
月
二
十
日（
水
曜
日
）

場　
所

　
神
山
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

参
加
者

　
十
四
名

投　
句　
五
題

　
一
、
文
の
読
み
込
み

　
二
、
初
冬

　
三
、
猪
鍋

　
四
、
冬
眠

　
五
、
七
五
三

優　
勝

　
七
五
三
未
来
永
劫
子
は
宝

�

石
井
　
静
江

準
優
勝

　
七
五
三
天
神
さ
ん
に
牛
の
像

�

阿
部
　
九
月

第
三
位

　
敵
も
無
く
味
方
も
な
く
て
冬
眠
す

�

葉
柳
す
ば
る

耕
作
放
棄
地
解
消
啓
発
活
動

　

雨
天
の
た
め
急
き
ょ
日
程
を
変
更

し
、
11
月
15
日
（
金
）
に
神
山
町
農
業

委
員
会
主
催
で
、
耕
作
放
棄
地
解
消
啓

発
活
動
を
神
領
字
北
で
行
い
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
及
び
そ
の
他
関
係
団
体
の
総
勢
12

名
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、
約
3
、

0
0
0
㎡
の
耕
作
放
棄
地
の
復
旧
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
全
員
で
耕
作
放
棄
地
の
草
を

刈
っ
た
あ
と
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
で
根
を
抜

き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
熱
心
な
作
業
に
よ
り
、
耕

作
放
棄
地
を
復
旧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
町
内
に
は
ま
だ
多
く
の
耕
作
放
棄
地

が
存
在
し
ま
す
。
今
後
も
、
耕
作
放
棄

地
の
解
消
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

参
加
団
体
：
神
山
町
役
場

　
　
　
　
　
神
山
町
農
業
委
員
会

上
分
・
中
津
町
有
林
で

植
樹
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

令
和
元
年
十
二
月
十
日
（
火
）、
上

分
中
津
の
町
有
林
に
お
い
て
、
広
葉
樹

の
植
樹
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
植
樹
活
動
を
通
じ

て
、
森
林
の
役
割
で
あ
る
水
源
の
涵
養

や
、
景
観
保
全
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も

ら
う
た
め
、
神
山
椎
茸
生
産
販
売
協
同

組
合
か
ら
の
寄
付
金
を
活
用
し
、
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
神
領
小
学
校
の
6
年
生
の

生
徒
15
名
が
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
モ
ミ
ジ

な
ど
の
広
葉
樹
、
9
種
類
の
苗
木
を
植

樹
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
森
林
の
大
切
さ
や
、

苗
木
の
特
性
を
学
ん
だ
後
、
一
本
一
本

丁
寧
に
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

作業を終えて

▲

記念撮影

▲ �一本づつ手で
　植えていきます

▲作業中の風景

▼復旧後の農地
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ふ
れ
あ
い
人
権
講
座
の
報
告

○
第
2
回
（
現
地
研
修
）

　
10
月
31
日
（
木
）、
秋
晴
れ
の
い
い
天

気
に
恵
ま
れ
、
総
勢
21
名
で
現
地
研
修

に
出
発
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
岡
山

県
の
渋
染
一
揆
資
料
館
と
国
立
療
養
所

長
島
愛
生
園
で
の
研
修
で
し
た
。
午
前

は
、岡
山
市
人
権
研
修
セ
ン
タ
ー
で
「
渋

染
一
揆
に
学
ぶ
」
と
い
う
講
義
を
受
け
、

そ
の
後
、
渋
染
一
揆
資
料
館
を
見
学
し

ま
し
た
。
被
差
別
部
落
の
人
々
の
強
訴

と
い
う
手
段
で
団
結
し
て
戦
っ
た
画
期

的
な
一
揆
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

午
後
は
長
島
愛
生
園
に
移
動
し
、
ハ

ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
の
説
明
や
展
示
室

を
見
学
し
、
最
後
に
入
所
者
の
方
か
ら

お
話
を
聞
く
機
会
を
得
ま
し
た
。
隔
離

政
策
に
よ
り
人
権
と
と
も
に
人
生
ま
で

も
が
奪
わ
れ
た
と
い
う
回
復
者
の
生
の

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
偏
見
・
差
別

の
不
合
理
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
現
地
研
修
で
得
た

こ
と
を
地
域
に
も
広
め
、
人
権
を
大
切

に
す
る
町
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

○
第
3
回
（
人
権
映
画
）

　

12
月
1
日
（
日
）、
神
山
町
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
は
な

ち
ゃ
ん
の
み
そ
汁
」
の
上
映
会
を
行
い

ま
し
た
。
町
P
T
A
連
合
会
会
員
・

成
人
大
学
学
級
生
・
一
般
参
加
者
と
年

齢
層
も
幅
広
く
、約
1
4
0
名
の
方
々

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
は
、「
人
の
命
の
大
切
さ
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
等
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
、多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、

人
権
を
大
切
に
す
る
町
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
有
意
義
な
時
間
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
・
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

渋染一揆記念碑

長島愛生園展示室

水道管を寒さから守ろう！
　水道管は気温がマイナス 4 度以下になると、凍結し、破裂する可能性が非常に高くなり
ます。
　外蛇口やあまり使用していない蛇口等は特に注意が必要です。
　給水装置が破損すると、ご家庭の水道利用に不便を来すだけでなく、所有者であるお客
様が費用を負担することになります。

凍結を防止するには
⃝保温材で被い、濡れないようにビニールテープを巻きましょう。　
⃝�夜の冷え込みが厳しいと予想されるときは湯沸器などの水抜きをしま
しょう。

凍結して水が出ないときは
⃝�タオルをかぶせ、その上からゆっくりとぬるま湯
をかけましょう。熱湯はかけないでください。
　破裂、ひび割れの原因になります。
⃝�蛇口から細く水を出しておくことも有効です。

たくさんの方にご参加いただきました

17 令和 2年 1月15日発行



コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
備

品
を
整
備
し
ま
し
た

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

必
要
な
備
品
に
対
し
て
、
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
は
こ
の
宝
く
じ
助
成
金

で
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
発
展
の
た
め
、

一
般
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業

と
し
て
、
小
野

さ
く
ら
野
舞
台

の
定
期
公
演
時

な
ど
に
使
用
す

る
、
椅
子
の
整

備
を
行
い
ま
し

た
。

祝
優
勝
！
神
領
J
V
C
、

大
会
レ
ポ
ー
ト

　

12
月
15
日
（
日
）、
県
内
各
地
か
ら

23
チ
ー
ム
を
招
待
し
、
第
34
回
神
領
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
神
領
J
V
C

は
ホ
ー
ム
チ
ー
ム
と
し
て
、
優
勝
を
目

標
に
戦
い
ま
し
た
。
大
会
は
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
多
く
の
声
援
が
飛
ん

で
い
ま
し
た
。
神
領
J
V
C
は
す
べ
て

の
試
合
で
1
セ
ッ
ト
も
落
と
す
こ
と
な

く
、
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
選
手
だ
け

で
は
な
く
、
応
援
に
き
た
保
護
者
や
先

生
、
卒
部
生
と
と
も
に
喜
び
を
分
か
ち

合
い
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
5
2
2

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
9

神
山
町
の
奨
学
資
金
制
度
に
つ
い
て

○�

令
和
2
年
度
神
山
町
奨
学
資
金
貸
与

生
の
募
集

1
．
資
格

・�

高
等
学
校
入
学
前
ま
で
、
1
年
以
上

引
き
続
い
て
本
町
に
在
住
し
て
い
た

者
・�

保
護
者
が
本
町
に
在
住
す
る
者

・�

就
学
意
欲
の
あ
る
者

・�

就
学
の
経
済
的
負
担
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
者

2
．
貸
付
額

・�

高
校
、
高
専
（
1
～
3
年
生
）
等
の

生
徒　
月
額
2
万
円
ま
た
は
3
万
円

・�

大
学
院
、大
学
、高
専
（
4・5
年
生
）

等
の
学
生  

月
額
3
万
円
、
4
万
円

ま
た
は
5
万
円

3
．
申
請
の
た
め
に
必
要
な
書
類

　
奨
学
資
金
貸
与
願
、
奨
学
生
推
せ
ん

調
書
ま
た
は
成
績
証
明
書
、
住
民
票
謄

本
、
町
税
等
の
証
明
願
、
本
人
確
認
書

役場からの
　おしらせ

あゆちゃん

▲会場の声援が選手を後押ししました

▲見事に優勝した神領ＪＶＣの選手達

▲熱戦の様子

▲�整備した椅子は春に開催される定期公演などで使用されます

神領JVC試合結果
神 領 J V C　―　板 野 J V C

21　―　14
21　―　11

神 領 J V C　―　石井ラビットJVC
21　―　12
21　―　17

神 領 J V C　―　市場ジュニアVBC
21　―　19
21　―　13

▲多くのチームが参加しました
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類
（
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

※�
必
要
な
書
類
の
様
式
は
、
神
山
町
教

育
委
員
会
、
神
山
中
学
校
に
あ
り
ま

す
。

　
審
査
の
結
果
、
決
定
し
た
場
合
に
は

2
人
の
連
帯
保
証
人
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

※�

う
ち
1
人
に
つ
い
て
は
別
世
帯
の

方
。

※�

祖
父
母
等
の
年
配
者
に
よ
る
連
帯
保

証
人
は
不
可
。

4
．
募
集
期
間

　
令
和
2
年
3
月
20
日
（
金
）
か
ら
4

月
15
日
（
水
） （
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

神
山
町
奨
学
資
金
制
度
に
償
還
の
特

例
を
定
め
て
い
ま
す
！

　
平
成
28
年
4
月
よ
り
、
現
在
の
神
山

町
奨
学
資
金
制
度
に
ふ
る
さ
と
定
住
促

進
を
目
的
と
し
た
奨
学
資
金
の
償
還
の

特
例
が
施
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。
若
者

等
の
ふ
る
さ
と
定
住
と
人
口
の
増
加
を

図
り
、
神
山
町
の
活
性
化
促
進
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

1
．
対
象
者

　
10
年
間
を
償
還
期
間
と
し
て
年
賦
償

還
す
る
者
で
、
本
人
ま
た
は
そ
の
保
護

者
に
町
税
そ
の
他
町
の
収
入
に
係
る
滞

納
が
な
い
者
。

2
．
償
還
の
特
例
と
は

　
当
該
年
度
の
前
年
度
の
1
月
1
日
現

在
の
住
所
を
神
山
町
に
有
し
、
居
住
の

事
実
が
確
認
で
き
た
場
合
、
当
該
年
度

の
償
還
額
を
全
額
免
除
す
る
。

（
10
年
間
の
償
還
期
間
中
、
毎
年
居
住

確
認
を
行
い
ま
す
。）

※�

こ
の
条
例
の
施
行
前
か
ら
償
還
し
て

い
る
者
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
と

し
て
当
該
年
度
の
償
還
額
を
半
額
免

除
す
る
。

　
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会　
奨
学
資

金
貸
付
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

税
務
保
険
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －
1
1
1
5

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
5

令
和
2
年
度
（
令
和
1
年
分
）
税
申

告
相
談
に
つ
い
て

　

税
申
告
相
談
を
役
場
本
庁
に
て
行
い

ま
す
。
申
告
が
必
要
な
方
は
、
次
の
日

程
に
て
申
告
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
告
会
場

　
役
場
2
階　
ス
ダ
チ
（
2
0
1
）

　
（
旧
委
員
会
室
）

●
申
告
相
談
期
間

　
令
和
2
年
2
月
14
日
（
金
）

�

～
3
月
13
日
（
金
）

　
午
前
9
時
～
午
後
4
時
ま
で

上
　
分
2
月
14
日
（
金
）、
17
日
（
月
）

広
　
野
2
月
18
日（
火
）、19
日（
水
）、20
日（
木
）

阿
　
川
2
月
21
日
（
金
）、
25
日
（
火
）

鬼
籠
野
2
月
26
日（
水
）、27
日（
木
）、28
日（
金
）

下
　
分
3
月
2
日（
月
）、3
日（
火
）、4
日（
水
）

神
　
領

3
月
5
日（
木
）、6
日（
金
）、9
日（
月
）

10
日
（
火
）

左
右
内

全
地
区

3
月
11
日
（
水
）

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
又
は
通
知
カ
ー
ド

等
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
す
る
書
類

と
運
転
免
許
証
や
公
的
医
療
保
険
の
被

保
険
者
証
等
身
元
を
確
認
す
る
書
類
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
税
務
保
険
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
な
ど
は
必

ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
現

在
に
、
土
地
･
家
屋
等
を
所
有
す
る

人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
建
物
を
取
り
壊

し
た
り
、
焼
失
さ
れ
た
時
は
、
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
翌
年
度
か
ら
、
滅
失
分

の
固
定
資
産
税
が
か
か
ら
な
く
な
り
ま

す
。
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
既
に
な
く

な
っ
た
建
物
に
も
課
税
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
住
宅
の
滅
失
等
に

よ
り
「
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準

の
特
例
」
の
適
用
が
外
れ
、
土
地
の
税

額
が
高
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

償
却
資
産
の
申
告
は
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す

　
神
山
町
内
に
工
場
、
商
店
、
土
木
建

設
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
に
用
い
る
事

業
用
資
産
（
自
己
の
使
用
す
る
も
の
だ

け
で
な
く
、
他
人
に
貸
し
付
け
て
い
る

も
の
も
含
む
）を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
1
月
1
日
現
在
に
お
け
る
償
却
資

産
の
申
告
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
太
陽
光
発
電
設
備
を
土
地
や

家
屋
の
屋
根
に
設
置
し
、
売
電
を
し
て

い
る
場
合
、
償
却
資
産
の
申
告
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る

場
合
は
必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

1
…
発
電
さ
れ
た
電
気
を
自
家
消
費

し
、
余
っ
た
電
気
を
電
力
会
社
に
売

電
す
る
こ
と

※�

2
…
発
電
さ
れ
た
電
気
を
す
べ
て
電

力
会
社
へ
売
電
す
る
こ
と

　
な
お
、
平
成
28
年
1
月
か
ら
開
始
さ

れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
り
、
償

却
資
産
申
告
書
に
個
人
番
号
・
法
人
番

号
の
記
入
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
申
告
書
提
出
の
際
に
は
、
本
人
確

認
が
で
き
る
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
税
務
保
険
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
提
出
期
限

　
令
和
2
年
1
月
31
日
（
金
）

申告の対象となる太陽光発電設備

設置者
（所有者）

余剰買取※1

（発電量10kw未満）
余剰買取

（発電量10kw以上）
全量買取※2

個　人
（住宅用） 【申告対象外】 【申告対象】

個　人
（事業用） 【申告対象】 【申告対象】

法　人 【申告対象】 【申告対象】
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住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
3

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
3

2
0
2
0
農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農
林
水
産
省

が
行
う
我
が
国
の
農
林
業
の
生
産
構
造

や
就
業
構
造
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

事
を
目
的
に
、
5
年
ご
と
に
実
施
す
る

農
林
業
に
関
す
る
最
も
基
本
的
な
統
計

調
査
で
す
。

　
国
だ
け
で
な
く
都
道
府
県
や
市
区
町

村
な
ど
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
農
林
行
政

の
推
進
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
期
日
は
、
令
和
2
年
2
月
1
日

で
す
。

　
調
査
員
が
、
対
象
の
農
林
業
作
業
を

行
う
世
帯
や
、
会
社
等
を
訪
問
し
調
査

書
類
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
回
答
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
令
和
2
年
2
月
28
日

ま
で
。
土
日
祝
を
除
く
。）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
し
役
場
か
ら
交
付
通
知
書
が
届
い

て
い
る
方
は
、
住
民
課
窓
口
ま
で
受
け

取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
1

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
1

元
気
づ
く
り
事
業
助
成
金
交
付
団
体

が
決
定

　
町
民
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
の
地
域
活
動
や
取
り
組
み
に

対
し
て
、3
年
間
助
成
金
を
交
付
す
る
、

神
山
町
元
気
づ
く
り
事
業
助
成
交
付
事

業
を
募
集
し
、
次
の
団
体
が
助
成
交
付

対
象
団
体
に
決
定
し
ま
し
た
。

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を
「
国
の
教

育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

が
サ
ポ
ー
ト
！

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、高
校
、短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国

の
高
校
、
大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る

お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象

と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

▼
ご
融
資
額

　

�

お
子
さ
ま
1
人
に
つ
き
3
5
0
万
円

以
内

▼
金　
　
利

　
年
1・6
6
％

　
※�

母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
1
・

2
6
％（
令
和
1
年
11
月
1
日
現
在
）

▼
ご
返
済
期
間

　
15
年
以
内

　
※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年
以
内

▼
H
P

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

�

0
5
7
0
―
0
0
8
6
5
6（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
ま
た
は（
0
3
）5
3
2
1
―
8
6
5
6

その他の
　おしらせ

かわずくん

県内キャンペーン
（受付：住民課及び広野支所）

神山町独自キャンペーン
（受付：住民課のみ）

内
容
「オリジナルボールペン」プレゼント
� ※先着順

マイナンバーカード申請用の写真無料
撮影サービス及び申請補助

対　
象

・�期間中にマイナンバーカードの申請
又は交付を受けられた方

・�すでにマイナンバーカードをお持ち
の方

　（�マイナンバーカードの提示が必要）

神山町に住所を有する方

団体名 事業名 活動内容 総事業費（千円） 交付予定金額（千円）

小野さくら野舞台保存会 小野さくら野舞台定期
公演事業 定期公演の運営と充実 749（R2、R3）

1,050（R4）
300（R2、R3）
500（R4）

ゆうかの里の会 ゆうかの里及び周辺の
整備事業

園内道の補修、新設や
イベントの開催 500 250

下分地区まちづくり実
行委員会 下分まちづくり事業 景観作りと交流事業 1000 500

上角松葉連 棒搗き事業 棒搗きの伝承、実施 300 150

NPO法人神山さくら会 おもてなし神山枝垂れ桜 さくらの育成、植樹など
を通じたまちづくり 400 200
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~ 徳島税務署からのお知らせ ~
確定申告会場〔　 　 〕は、
2 月17日（月）からです！

所得税及び復興特別
所 得 税・贈 与 税・消
費税及び地方消費税

※ 2月16日以前は、申告会場を設けておりませんので、ご注意ください。
※申告書提出のみの場合は、徳島税務署 1階総合受付又は『郵送』にてお願いします。

開設場所　アスティとくしま（徳島市山城町東浜傍示 1－ 1）
開設期間　令和 2年 2月17日（月）～ 3月16日（月）
　　　　　※土・日・祝日を除く。ただし、2月24日（月）と 3月 1日（日）は開場します。
受付時間　午前 9時～午後 4時（混雑時には、受付を早めに締め切ることがあります。）
　　　　　※徳島税務署庁舎内には確定申告会場を設置しておりません。

　パソコンやスマホからe-Taxで送信する場合は、本人確認書類を別途送付する必要はありません！

マイナンバー（12 桁）の記載 本人確認書類の提示又は写しの添付

【お問合せ先】徳島税務署　〒 770－0847　徳島市幸町三丁目54　TEL（088）622－4131
　　　　　 　国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）

　令和元年10月 1 日から消費税率の引き上げ（10％）と同時に軽減税率制度が実施されています。
　決算書類（青色申告決算書等）に記載の決算額は税率ごとの区分がありませんので、決算書類からは消
費税の確定申告書の作成ができません。
　売上げや仕入れ（経費）に軽減税率（8％）対象品目がある場合、消費税確定申告を作成するためには、
「区分経理」を行う必要があります。課税期間内の課税取引を税率ごとに区分できるよう、国税庁ホームペー
ジに掲載している「課税取引金額計算表」等の様式を用いて整理しておくと便利です。

税　　　　　目 申告・納税期限 振替納税の口座振替日
所得税及び復興特別所得税 3月16日（月） 4月21日（火）
個人事業者の消費税及び地方消費税 3月31日（火） 4月23日（木）
贈　　　　 与 　　　　税 3月16日（月） 口座振替はご利用できません

　国税庁ホームページの「確定申告等作成コーナー」
を利用すると、スマホやパソコンで確定申告書が作
成できますので、是非ご利用ください。
　なお、作成した申告書はデータで送信（事前手続
きが必要）又は、印刷して提出することができます。

確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
の
Q
R
コ
ー
ド スマホでらくらく申告！
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お問い合わせ・健康に関するご相談は神山町健康福祉課予防係　TEL088－676－1114　IP2004

健康づくりシリーズ○123

どうして血圧が高くなるの？
　前回、血圧が高くなることで起こる病気や、血圧の測定方法についてお伝えしました。今回は血
圧が高くなる原因について学習しましょう。

　血圧が高くなる原因は？

　どんなことに気をつけたらいいの？

　様々な要因が重なり合って血圧が高くなります。以下の要因が複数当てはまっている場合は、
血圧が高くなるリスクがさらに高まります。

　生活習慣を改善することで血圧が下がることがわかっています。継続して行
うことで効果が現れてきます。（※治療中の方は医師の指示に従ってください）
減塩
1日に摂る食塩の量を 6ｇ未満にする

運動
有酸素運動（ウォーキングなど）を
中心に毎日 30 分以上を目標に行う

野菜は積極的に、果物は適度に摂る

節酒
アルコール量　男性 20 ～ 30ml/ 日、
女性 10 ～ 20 ml/ 日

減量
適正体重にする（BMI25未満）

コレステロールを含む食品の摂り過
ぎに気をつける

禁煙（受動喫煙も防ぐ）

悪玉（LDL）コレステロール
中性脂肪が増える

交感神経
過労、緊張、睡眠不足

遺伝（家族歴）
脳卒中　心臓の病気
高血圧　腎臓の病気

妊娠中の異常
妊娠高血圧（妊娠中毒症）
尿蛋白が出ていた　など

持病など
甲状腺の病気・睡眠時無呼吸
症候群・腎臓の病気　など

食べ過ぎ
たんぱく質・脂質・糖質

肥満
BMIが25以上
腹囲　男性85cm、女性90cm以上

たばこ 運動不足

血管の質
（流れ・硬さ）

血液の量
（増える）

血管の太さ
（収縮）

塩分
塩分を取り過ぎると、体の中
の塩分の濃さを調節するため、
水分が欲しくなります。

アルコール
水分を体の中によぶ

塩からいものを食べたりお酒を
飲むとのどが乾きますよね？

減塩調味料や減塩食品を利用して
手軽に減塩を！

アルコール量20ｇ
ビールなら1缶（350ml）、
焼酎（25 度）なら100cc

血圧が高くなる
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お問い合わせ：地域包括支援センター　　　電話：088－676－1185（IP 2031）

介護予防シリーズ○65

○● 介護保険の認定状況について ●○

○● 介護予防に取り組む地域のサロン活動 ●○

　右のグラフは、平成27年度から
平成29年度の介護保険の認定率（年
齢区分別）に示したものです。
　年齢が高くなれば、介護認定を受
けている割合が高くなっています。
　平成27年度から平成29年度の 3
年間の状況をみると、75歳未満で
の認定率が下がってきています。
　皆さまの健康づくりや介護予防な
どの取り組みの結果、介護が必要と
なる年齢が遅くなってきていると考
えられます。
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　平成30年 4 月から広野公民館で月 2回
集まって、“いきいき百歳体操”や“いき
いき百歳体操－認知症予防編－”に取り組
み、時には輪投げなどのゲームもしていま
す。いつも大声で笑い、楽しい時間を過ご
しているようです。参加者の最年長者は91
歳！！「元気だからここに来れる。元気な
うちはみんなとおしゃべりして笑えるサロ
ンに続けて来たい。」と話されていました。
　サロン名の“ひまわりサロン”は明るく
元気なイメージの花から名付けられたそう
ですが、サロン参加者のみなさんも“ひま
わり”の花のように笑顔がすてきな方ばかりで、楽しんで活動できている様子が見て取れました。

サロン名称：ひまわりサロン
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防災シリーズ○35

火災発生“ゼロ”を目指して
　冬は空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節です。火を取り扱う機会も増えてきます。あなたの
ご家庭には消化器の準備、火災報知器の設置はできていますか？
　火災報知器が、正常に作動するか定期的な確認を行いましょう。電池式のものは電池を交換し常
に正常に作動するように心がけましょう。
　事業所では、消化器だけでなく、非常口や非常階段の点検、避難経路に障害物を置かないように
しましょう。

神山町内での火災発生状況（2019年 4月～11月）“山林火災 2件 ”
▪冬場の空気乾燥には注意が必要です
　▽�木材などは水分が少なくなり着火しやすくなります。また、乾燥した強い風は火の回りを早く

し延焼してしまうことがあります。火の取り扱いには十分に注意してください。
　▽�静電気も発生しやすくなるので、灯油やガソリンなど引火性の高い燃料を取り扱うときは、慎

重な作業を心がけましょう。

広報かみやま No.326 24



詳しくは徳島北年金事務所　電話 088－655－0200
または住民課年金係　電話 088－676－1113（IP2003）までお問い合わせください。

国国 民民 年年 金金 だだ よよ りり

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなった
ときに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　国民年金は20歳以上60歳未満の方は加入することが義務付けられています。
　20歳になったら忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

国民年金のポイント
◎将来の大きな支えになります！
　国民年金は20歳から60歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障され
ます。

◎老後のためだけのものではありません！
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。障害年
金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また、遺族年金は加入者が死亡した場
合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
◎「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料
の納付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学
校、専修学校及び各種学校（修業年限 1 年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在
学する方です。

◎「納付猶予制度」
　学生でない50歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に国民年金保険
料の納付が猶予される制度です。
　★平成28年 6 月以前の期間は、30歳未満であった期間が対象となります。

～新成人の皆さんへ～
20歳になったら国民年金

25 令和 2年 1月15日発行



駐在所だより

《巡回連絡とは？》
　交番や駐在所の警察官は、地域の各家庭や会社などを訪問し、

　　⃝事件や事故の被害にあわないための防犯指導
　　⃝住民の皆さんの意見・相談・要望の受理� などを行っています。
　その際、家族などの氏名、電話番号、非常の場合の連絡先をお聞きしています。

（目的）
　　★�あなたの家が留守中に、盗難や火事などの被害にあった場合に、連

絡することができます！
　　★�あなたが、交通事故や地震などの被害にあったときに貴方の家族に

しらせることができます。

お聞きした個人情報は、他人に知らせることはありません。
ご協力をお願いします。

巡回連絡に来ました！

○ 神領駐在所　　　088－676－0019
○ 広野駐在所　　　088－678－0333

〈通報・相談先〉

巡回連絡に
　　　　ご協力を！

広報かみやま No.326 26



消防署だより

119

☆地震が起きた時、身を守る方法☆
1家
　�　揺れを感じたら、すぐに机やテーブルの下に入りましょう。
揺れがおさまっても周りに注意し、頭を守って避難しましょ
う。窓ガラスや食器が床に散らばっている可能性もあるので、
怪我をしないようにスリッパや靴を履いて足を守りましょ
う。

2 屋外
　�　家の塀や電信柱、自動販売機等が崩れたり、倒れてくるか
もしれないものからは、離れるようにしましょう。ビルが多
いところだと上から窓ガラスの破片や看板等が落ちてくるか
もしれないので、注意しましょう。カバンや上着で頭を守り
ながら、公園や空き地等の安全な場所に避難しましょう。

3 山や海
　�　山の近くでは、すぐに崖から離れるようにしましょう。海
の近くでは、なるべく高い場所や建物に避難をしましょう。

学校等で安全に避難するために子供たちに覚えてほしいこと！

いつ起こるか分からない
� 地震に備えよう！！

消防署への緊急連絡は
・IP電話　2119番　（119番通報はできません）�・固定電話　119番又は（088－676－1199）
・携帯電話　119番又は（088－676－1199）
※携帯電話で119番通報した場合、石井消防署に入電し発生場所確認後、神山消防署に転送しますので、電話を切らずにそのままお待ち下さい。

南海トラフ巨大地震について
　南海トラフは、およそ100年から200年の間隔で、マグニチュード 8 クラスの巨大地震が繰り返し
発生し、最後に起きたのは、昭和21年に四国など広い範囲に大きな被害をもたらしたマグニチュー
ド8.0の「昭和南海地震」でした。
　南海トラフで想定されるマグニチュード 8 から 9 の巨大地震については、今後30年以内に発生す
る確率は、これまで「70％程度」でしたが今回の公表で「70％から80％」に引き上げられました。

人を押さないよう
にしましょう

慌ててかけて転ばな
いようにしましょう

先生の声が聞こえる
ように喋らないよう
にしましょう

危ないところに戻ら
ないようにしましょう

おさない かけない しゃべらない もどらない
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【作り方】
①�パスタは固めにゆでる。にんにくはスライス、鷹の爪とねぎは小
口切り、キャベツはざく切りにする。
②�パスタをゆでている間に、大きめのフライパンにオリーブオイル
を入れ、にんにく、鷹の爪を入れてから、弱火で香りを出す。香
りが立ってきたら、キャベツを入れ、パスタのゆで汁を大さじ 2
入れ、ふたをして蒸し煮にする。
③�②にゆで上がったパスタを入れ、水気を飛ばしながら炒め、粗挽
きこしょう、薄口しょうゆで味付けをする。
④お皿に③を盛りつけ、サバ缶を汁ごとこんもりと盛りつける。そ
の上に大根おろし、ねぎと刻みのりを盛りつける。

【材料：4人分】
パスタ �  400g
キャベツ �  4枚
にんにく �  1かけ
鷹の爪 �  1本
オリーブオイル �  大さじ2
粗挽きこしょう �  少々

薄口しょうゆ �  小さじ4
さば水煮缶 �  2缶
大根 �  200g
ねぎ �  30g
刻みのり �  1枚分

サバ缶シリーズ

野菜1日350g！
栄養価 1人分：エネルギー 542kcal、たんぱく質 22.7g、
脂質 12.8g、塩分 1.4g� 野菜総重量約100g

●ワンポイントアドバイス
　サバ缶の汁ごと使いますが、水煮といっても塩味はしっかりときいて
いるので、パスタの味付けもほどほどで大丈夫です。

ヘルスメイトおすすめ！ヘルシー料理

★さっぱりサバ缶パスタ★

　次号は、平成29～31年生まれで 3 月・4 月が誕生日
の子（町内に住所を有すること）を募集します。
　掲載を希望する方は、役場広報編集委員会まで写真
を送付してください。締切は 2 月15日です。

※�掲載回数は1回までです。複数回の掲載はできませんのでご了承ください。
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富永　マツヱ さん
（上分字入手）

吉田　澤子 さん
（阿野字五反地）

森　佐一 さん
（鬼籠野字喜来）
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